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 要 旨   

 

目的：若年の医療従事者において、心血管病リスク因子の 20年経過を調査すること。  

 

方法：対象は先天性心疾患および1型糖尿病を有しない医療系大学生281名（女性62.9％、

平均年齢 19.7歳）。ベースライン（1993年の卒後研修開始時）および、20年後の 2時点

で調査を実施。身体測定により身長、体重、body mass index（BMI）、随時血圧を、空

腹時採血により血糖・総コレステロールを、質問紙により心血管病既往、喫煙（喫煙/非

喫煙）・飲酒習慣（飲酒/非飲酒）、運動習慣（座りがち・非定期的に運動/定期的に運動）

に関して調査。 

 

結果：20 年後調査に参加した対象者は 215 名（女性 59.1％、平均年齢 39.8 歳）。20 年

後の随時血圧（111.6/71.0 ⇒ 118.7/77.1 mmHg）、空腹時総コレステロール（150.1 ⇒ 

182.4 mg/dL）、空腹時血糖（74.3 ⇒ 81.4 mg/dL）、BMI（20.7 ⇒ 23.7 kg/m2）いずれ

もベースライン時より有意に高値。座りがちな習慣の割合は低下がみられたが、高血圧

（140/90 mmHg以上または受療中）、過体重（BMI 25以上）、高コレステロール血症（200 

mg/dL以上または受療中）、および飲酒習慣者の割合は上昇した。喫煙習慣者の割合は有

意な変化をみとめなかった。 

 

結論：若年医療従事者において 20年後の随時血圧、BMI、空腹時血糖・総コレステロー

ルの有意な上昇がみられた。心血管病リスク因子である高血圧、過体重、高コレステロ

ール血症、および飲酒習慣を有する者の割合も有意に上昇した。 

 

 


